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６ 整数Ａの約数の個数を【Ａ】と表すことにします。例えば【2】であれば，2 の約数

は 1 と 2 なので【2】＝ 2 となります。【2 × 3】であれば 6 の約数を考えるので，

1 と 2 と 3 と 6 が挙げられるため，【2 × 3】＝ 4 となります。このとき，次の各問い

に答えなさい。

(1) 【2 × 2】，【2 × 2 × 2】，【2 × 2 × 2 × 2】はそれぞれいくつですか。

(2) 【2 × 3 × 3】×【3 × 5 × 5】はいくつですか。

(3) 【 】＝ 6 となるように【 】の中に 2，3，5 の 3 種類の整数をかけ算

でつないで式を入れます。何通りの方法がありますか。

ただし，使わない整数があってもよく，どの整数も何回使っても構いません。ま

た並べ方の順番は無視して数えるものとします。

例えば【2 × 3】と【3 × 2】は同じものとみなします。
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(1) 2 × 2 の約数は 1，2，2 × 2 の 3 個，

2 × 2 × 2 の約数は 1，2，2 × 2，2 × 2 × 2 の 4 個，

2 × 2 × 2 × 2 の約数は 1，2，2 × 2，2 × 2 × 2，2 × 2 × 2 × 2 の 5 個

なので，

【2 × 2】＝ 2，【2 × 2 × 2】＝ 4，【2 × 2 × 2 × 2】＝ 5 です。

(2) 2 × 3 × 3 は 2 を 1 個，3 を 2 個かけ合わせた数なので

約数は 2 を□個，3 を○個かけ合わせたものとすると，

□は 0，1 の 2 通り，○は 0，1，2 の 3 通りあるので，

約数は全部で 2 × 3 ＝ 6 通り，

つまり，(1 ＋ 1)×(2 ＋ 1)＝ 6 通り ある。

よって，【2 × 3 × 3】＝ 6 です。

また，3 × 5 × 5 も同様に，3 を 1 個，5 を 2 個かけ合わせた数なので

【3 × 5 × 5】＝(1 ＋ 1)×(2 ＋ 1)＝ 6 です。

(3) 2 を□個，3 を○個，5 を△個かけ合わせた数の約数の個数は

(□＋ 1)×(○＋ 1)×(△＋ 1)個なので，

(□＋ 1)×(○＋ 1)×(△＋ 1)＝ 6 のとき，

(□＋ 1，○＋ 1，△＋ 1)の組は(1，1，6)，(1，2，3)，(1，3，2)，(1，6，1)，
(2，1，3)，(2，3，1)，
(3，1，2)，(3，2，1)，
(6，1，1)の 9 通りあるので，

(□，○，△)の組も 9 通りある。

よって，【 】＝ 6 の【 】の中に 2，3，5 の 3 種類をかけ算でつな

いで式を入れると，9 通り の方法があります。
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